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                          学生課情報サービス係 久保智靖 
 
１．はじめに 
 研究者が研究するテーマに関する論文や図書を探し出すことは、研究を進める上で必要不可欠
なことです。 
 そこで、本稿では本校において、「文献検索ツール」等を用いて、文献（原論文）にたどり着
く方法を紹介います。 
 
２．文献検索 
２．１文献入手の流れ 
 研究者が論文作成を目的として、研究テーマに沿った文献を入手するには、図書館で関係分野
の書架を眺めて興味のある文献を探すという方法もありますが、現在、多くの研究者は、文献検
索ツールによる検索を行うか、興味のある文献の参考文献リストから研究テーマに近い文献を探
していると思われます。 
 そこで、研究テーマ別に文献を探す場合の流れ図を「図．テーマ別に探す場合」に示します。 
 
図．テーマ別に探す場合 
２．２文献検索ツール 
 研究テーマに沿って、論文や図書を検索する場合に文献検索ツール（学術文献データベース）
が非常に強力なツールになります。 
 最近は、電子ジャーナルのリンク機能を付加して文献の検索結果から、そのまま原論文を見る
ことが出来る文献検索ツールが増えて利用しやすくなりましたが、文献検索ツールは、あくまで
も文献の情報（タイトル、抄録等）を網羅的に探すものであります。 
 研究テーマに沿った文献を検索するには、文献検索ツールの特性を理解しておくことが必要で
すので、以下に本校で利用できる主な文献検索ツールを紹介します。 
 
MathSciNet（有償） 
アメリカ数学会（AMS: American Mathematical Society）が提供する，世界中の数学・応用数学・
統計学の文献情報を包括するデータベースです。数学分野で最も権威ある索引誌「Mathematical 
Reviews」「Current Mathematical Publicatins」のオンライン版です。 
 
JDream II（有償） 
科学技術振興機構（JST）が提供する収録文献は5,100万件の科学技術全般・医学・薬学・化学等
に関する文献情報データベースです。 
 
Scirus 
エルゼビア社の提供する総合的な科学専用インターネット検索エンジンです。科学関連Webペー
ジに加えScienceDirect他のジャーナルソースも検索対象になっています。 
 
PubMed 
米国国立生物工学情報センター(NCBI : National Center for Biotechnology Information)が提供する、
収載範囲が1950年～現在までの、世界約80カ国以上の生物医学雑誌文献データベースです。 
 
CiNii 
国立情報学研究所(NII)が提供する国内の学協会刊行物・大学研究紀要など、学術論文情報を検索
の対象とする論文データベースです。 
 
雑誌記事索引 
国立国会図書館が所蔵する国内主要学術誌に掲載された論文が検索できるオンラインデータベー
スです。 
 
 
 
Google Scholar 
アメリカGoogle社が提供する査読論文、学位論文、書籍、テクニカルレポートなどの学術情報に
特化した学術論文検索用エンジンです。 
 
２．３電子ジャーナル 
 研究者にとって、電子ジャーナルは冊子体の雑誌と比較すると電子化されたことにより、「文
献検索ツールよりリンクが張られている。」「雑誌本文をキーワード検索できる。」「リンク機
能で参考文献がすぐ読める。」「いち早く最新論文が読める。」などの利点があります。 
 機関リポジトリなどのオープンアクセスの流れもあり、無償で利用できる電子ジャーナルもあ
りますが、以下に本校で利用できる有償の電子ジャーナルを紹介します。 
 
ScienceDirect 
世界最大の出版社Elsevier社が発行する科学・技術・医学・社会科学分野のジャーナルを搭載して
います。約2,000タイトルが利用できます。 
 
ACS 
アメリカ化学会(American Chemical Society) 提供の電子ジャーナル36誌タイトルが利用できます。 
 
３．終わりに 
 電子図書館の流れの中に、文献検索ツール、電子ジャーナル、機関リポジトリ等があり、2000
年頃から電子ジャーナルが普及したこともあり、図書館は冊子体の雑誌購入を大幅に減らしまし
た。研究者は、文献検索ツール、電子ジャーナル等を利用し原論文を入手できることで、図書館
に足を運ぶ必要が減りました。最近の電子ブックの動向を観察していると、それほど遠くない将
来に学術図書が電子ブックに置換わるのではないかと思われます。 
 これらのことは、図書館の入館者数確保とは矛盾している方向性ですし、図書館業務への理解
（評価）を分かりづらくしている面もありますが、研究者が原文献を入手するための利便性は格
段に向上しています。図書館といたしましては、これら学術情報基盤の環境整備、利用支援等が
業務上重要な位置付けにあると考えております。 
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